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松阪市男女共同参画プラン策定にかかる意識調査 

 

１．男女共同参画の意識について 

 

問 36 次のことばについて、お聞きします。①～⑤の項目について、それぞれあてはまる

番号を１つずつ選んで○をつけてください。 

①「男女共同参画」 

「聞いたことがある」が 34.4％で最も高く、ついで「知っている」が 32.2％、「知らない」が

29.7％となっている。 

性別にみると、「知らない」の割合は、男性が 30.9％であるのに対し女性は 28.2％であり、男

性の方が 2.7 ポイント高くなっている。 

年代別にみると、おおむね年齢が高くなるほど「知っている」の割合が低くなる傾向がみられ

る。 
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（n=455）

問36① 「男女共同参画」

知っている 聞いたことがある 知らない 無回答
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②「固定的性別役割分担」 

「知らない」が 66.3％で最も高く、ついで「聞いたことがある」が 19.9％、「知っている」が

9.3％となっている。 

性別にみると、男女で大きな差はみられない。 

年代別にみると、「知らない」の割合は、30歳代で 76.3％と最も高くなっている。 
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20歳代（n=95）
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70歳以上

（n=455）

問36② 「固定的性別役割分担」

知っている 聞いたことがある 知らない 無回答
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③「女性活躍推進法」 

「知らない」が 45.4％で最も高く、ついで「聞いたことがある」が 32.7％、「知っている」が

17.5％となっている。 

性別にみると、「知っている」の割合は、男性が 21.0％であるのに対し女性は 15.6％であり、

男性の方が 5.4 ポイント高くなっている。 

年代別にみると、10歳代を除いて年齢が低いほど「知っている」の割合は高くなる傾向がみら

れる。 
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（n=455）

問36③ 「女性活躍推進法」

知っている 聞いたことがある 知らない 無回答
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④「ワーク・ライフ・バランス」 

「知らない」が 46.5％で最も高く、ついで「聞いたことがある」が 25.6％、「知っている」が

23.6％となっている。 

性別にみると、「知らない」の割合は、男性が 43.8％であるのに対し女性は 47.4％であり、女

性の方が 3.6 ポイント高くなっている。 

年代別にみると、おおむね年齢が低いほど「知っている」の割合は高くなる傾向がみられる。

60歳代、70歳以上で「知らない」の割合が 50％を超えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前回と比較すると、「知っている」の割合は、前回が 32.0％であったのが今回は 23.6％と 8.4

ポイント低くなっている。 
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問36④ 「ワーク・ライフ・バランス」

知っている 聞いたことがある 知らない 無回答
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問36④ 「ワーク・ライフ・バランス」

知っている 聞いたことがある 知らない 無回答
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⑤「ＬＧＢＴ」 

「知っている」が 42.3％で最も高く、ついで「知らない」が 32.3％、「聞いたことがある」が

20.7％となっている。 

性別にみると、「知っている」の割合は、男性が 41.3％であるのに対し女性は 44.0％であり、

女性の方が 2.7 ポイント高くなっている。 

年代別にみると、おおむね年齢が低いほど「知っている」の割合は高くなる傾向がみられる。

60歳代、70歳以上で「知っている」の割合が 40％を下回っている。 
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（n=455）

問36⑤ 「ＬＧＢＴ」

知っている 聞いたことがある 知らない 無回答
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問 37 あなたは、次にあげる分野において男女の地位が平等になっていると思いますか。

①～⑤の項目について、それぞれあてはまる番号を１つずつ選んで○をつけてくだ

さい。 

   

①家庭生活では 

「どちらかといえば男性のほうが優遇されている」が 36.8％で最も高く、ついで「平等である」

が 30.1％、「男性のほうが優遇されている」が 13.7％となっている。 

性別にみると、「男性のほうが優遇されている」の割合は、男性が 7.4％であるのに対し女性は

19.1％であり、女性の方が 11.7 ポイント高くなっている。 

年代別にみると、「男性のほうが優遇されている」、「どちらかといえば男性のほうが優遇され

ている」の合計の割合は、10歳代で 30.9％と大幅に低くなっており、他の年代では 50％前後と

なっている。60歳代で最も割合が高く 58.3％となっている。 
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40歳代（n=228）

50歳代（n=230）

60歳代（n=314）

70歳以上

（n=455）

問37① 家庭生活では

男性のほうが優遇されている どちらかといえば男性のほうが優遇されている

平等である どちらかといえば女性のほうが優遇されている

女性のほうが優遇されている どちらともいえない

無回答
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②職場では 

「どちらかといえば男性のほうが優遇されている」が 38.7％で最も高く、ついで「平等である」

が 21.9％、「男性のほうが優遇されている」が 16.0％となっている。 

性別にみると、「男性のほうが優遇されている」の割合は、男性が 11.3％であるのに対し女性

は 20.0％であり、女性の方が 8.7 ポイント高くなっている。 

年代別にみると、「男性のほうが優遇されている」、「どちらかといえば男性のほうが優遇され

ている」の合計の割合は、最も低いのは 10歳代の 47.3％であり、最も高いのは 60歳代の 64.7％

となっている。 
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問37② 職場では

男性のほうが優遇されている どちらかといえば男性のほうが優遇されている

平等である どちらかといえば女性のほうが優遇されている

女性のほうが優遇されている どちらともいえない

無回答
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③学校教育の場では 

「平等である」が 55.1％で最も高く、ついで「どちらともいえない」が 15.6％、「どちらかと

いえば男性のほうが優遇されている」が 12.8％となっている。 

性別にみると、「平等である」の割合は、男性が 60.9％であるのに対し女性は 52.6％であり、

男性の方が 8.3 ポイント高くなっている。 

年代別にみると、「平等である」の割合は、おおむね年齢が低いほど割合が高くなっている。

最も低いのは 70歳以上の 47.0％であり、最も高いのは 10歳代の 67.3％となっている。 
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問37③ 学校教育の場では

男性のほうが優遇されている どちらかといえば男性のほうが優遇されている

平等である どちらかといえば女性のほうが優遇されている

女性のほうが優遇されている どちらともいえない

無回答
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④地域社会では 

「どちらかといえば男性のほうが優遇されている」が 33.8％で最も高く、ついで「平等である」

が 27.1％、「どちらともいえない」が 17.1％となっている。 

性別にみると、「平等である」の割合は、男性が 34.5％であるのに対し女性は 22.0％であり、

男性の方が 12.5 ポイント高くなっている。 

年代別にみると、「平等である」の割合が 30％を超えているのは 10歳代、20歳代、70歳以上

となっている。 
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問37④ 地域社会では

男性のほうが優遇されている どちらかといえば男性のほうが優遇されている

平等である どちらかといえば女性のほうが優遇されている

女性のほうが優遇されている どちらともいえない

無回答
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⑤社会通念、慣習、しきたりなどでは 

「どちらかといえば男性のほうが優遇されている」が 41.2％で最も高く、ついで「男性のほう

が優遇されている」が 24.2％、「平等である」が15.6％となっている。 

性別にみると、「男性のほうが優遇されている」の割合は、男性が 17.7％であるのに対し女性

は 30.2％であり、女性の方が 12.5 ポイント高くなっている。 

年代別にみると、「男性のほうが優遇されている」の割合が 30％を超えているのは 30歳代、50

歳代となっており、20％を下回っているのは 10歳代、70歳以上となっている。 
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問37⑤ 社会通念、慣習、しきたりなどでは

男性のほうが優遇されている どちらかといえば男性のほうが優遇されている

平等である どちらかといえば女性のほうが優遇されている

女性のほうが優遇されている どちらともいえない

無回答
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問 38 今後、社会のあらゆる分野で更に男女が平等になるために最も重要だと思うことは

何ですか。（○は 1つだけ） 

「女性・男性を取り巻くさまざまな偏見、固定的な社会通念、慣習、しきたりを改めること」

が 37.5％で最も高く、ついで「わからない」が 15.2％、「法律や制度の上で見直しを行い、女性

差別につながるものを改めること」が 11.5％となっている。 

性別にみると、男女の間で差が最も大きかったのは「法律や制度の上で見直しを行い、女性差

別につながるものを改めること」であり、男性が13.3％であるのに対し女性は 9.9％であり、男

性の方が 3.4 ポイント高くなっている。 

年代別にみると、「女性・男性を取り巻くさまざまな偏見、固定的な社会通念、慣習、しきた

りを改めること」の割合は、20歳代で最も高く 48.4％であり、70歳以上で最も低く 26.6％とな

っている。 
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1.1 
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2.6 

3.0 

5.4 

11.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=1554）

男性（n=637）

女性（n=815）

10歳代（n=55）

20歳代（n=95）

30歳代（n=156）

40歳代（n=228）

50歳代（n=230）

60歳代（n=314）

70歳以上

（n=455）

問38 今後、社会のあらゆる分野で更に男女が平等になるために最も重要だと思うこと

法律や制度の上で見直しを行い、女性差別につながるものを改めること

女性・男性を取り巻くさまざまな偏見、固定的な社会通念、慣習、しきたりを改めること

女性が経済力をつけたり、技術を習得するなど、積極的に能力の向上を図ること

女性の就業、社会参加を支援する施設やサービスの充実を図ること

官公庁や企業などの管理職に、一定の割合で女性を登用する制度を採用・充実すること

わからない

その他

無回答
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問 39 「男は仕事、女は家庭」という考え方について、どう思いますか。（○は 1つだけ） 

「どちらかといえば反対」が 28.1％で最も高く、ついで「反対」が 26.1％、「どちらかといえ

ば賛成」が 20.4％となっている。 

性別にみると、男女の間で差が最も大きかったのは「反対」で、男性が 23.4％であるのに対し

女性は 28.6％であり、女性の方が 5.2 ポイント高くなっている。 

年代別にみると、「反対」と「どちらかといえば反対」の合計の割合は、10歳代が最も高く 72.8％

であり、年齢が高くなるほど割合は低くなる傾向がみられる。70歳以上では 40.9％となってい

る。 
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34.6 

32.9 

28.3 

24.5 

14.5 

18.7 

19.3 

18.7 

20.0 

18.9 
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3.6 

1.3 

0.9 

2.2 

4.5 

6.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=1554）

男性（n=637）

女性（n=815）

10歳代（n=55）

20歳代（n=95）

30歳代（n=156）

40歳代（n=228）

50歳代（n=230）

60歳代（n=314）

70歳以上

（n=455）

問39 「男は仕事、女は家庭」という考え方についてどう思うか

賛成 どちらかといえば賛成 どちらかといえば反対 反対 わからない 無回答
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問 40 あなたの家庭では、次のことについて主にどなたが行っていますか。①～③の項目

について、それぞれあてはまる番号を１つずつ選んで○をつけてください。  

 

①家事（炊事、洗濯、掃除など） 

「主として女性」が 68.3％で最も高く、ついで「共同して分担」が 19.5％、「該当しない」が

3.9％となっている。 

性別にみると、「主として女性」の割合は、男性が 59.3％であるのに対し女性は 75.8％であり、

女性の方が 16.5 ポイント高くなっている。 

年代別にみると、20歳代では「主として女性」の割合が 50.5％と他の年代に比べ非常に低く

なっており、「共同して分担」が 36.8％となっている。20歳代以外の年代では「主として女性」

の割合は、７割程度となっている。 
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3.0 

3.2 

9.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=1554）

男性（n=637）

女性（n=815）

10歳代（n=55）

20歳代（n=95）

30歳代（n=156）

40歳代（n=228）

50歳代（n=230）

60歳代（n=314）

70歳以上

（n=455）

問40① 家事（炊事、洗濯、掃除など）

主として男性 共同して分担 主として女性 その他 該当しない 無回答
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②育児（子どもの世話、しつけ、教育など） 

「主として女性」が 49.1％で最も高く、ついで「該当しない」が 20.3％、「共同して分担」が

19.9％となっている。 

性別にみると、「主として女性」の割合は、男性が 41.4％であるのに対し女性は 55.1％であり、

女性の方が 13.7 ポイント高くなっている。 

年代別にみると、年齢が低くなるほど「共同して分担」の割合は高くなる傾向がみられる。 
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20.3 
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16.8 

10.9 

26.3 

19.2 

18.9 
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1.1 

2.6 

2.2 

4.3 

6.1 

19.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=1554）

男性（n=637）

女性（n=815）

10歳代（n=55）

20歳代（n=95）

30歳代（n=156）

40歳代（n=228）

50歳代（n=230）

60歳代（n=314）

70歳以上

（n=455）

問40② 育児（子どもの世話、しつけ、教育など）

主として男性 共同して分担 主として女性 その他 該当しない 無回答
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③介護（介護の必要な親等の世話など） 

「該当しない」が 37.6％で最も高く、ついで「主として女性」が 33.3％、「共同して分担」が

16.5％となっている。 

性別にみると、「主として女性」の割合は、男性が 25.7％であるのに対し女性は 39.0％であり、

女性の方が 13.3 ポイント高くなっている。 

年代別にみると、20歳代、30歳代、40歳代では「該当しない」が半数以上を占めている。60

歳代では 43.9％が「主として女性」と回答している。 
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21.1 

24.4 

24.1 
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43.9 
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2.5 
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5.3 
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1.3 

3.0 

1.9 
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37.6 

42.2 

35.1 

43.6 

53.7 

59.0 

58.3 

37.8 

26.1 

24.0 
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3.6 

1.1 

3.2 

2.2 

5.2 

5.7 

18.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=1554）

男性（n=637）

女性（n=815）

10歳代（n=55）

20歳代（n=95）

30歳代（n=156）

40歳代（n=228）

50歳代（n=230）

60歳代（n=314）

70歳以上

（n=455）

問40③ 介護（介護の必要な親等の世話など）

主として男性 共同して分担 主として女性 その他 該当しない 無回答
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問 41 学校教育で、男女平等意識の育成のために、必要だと思うことは何ですか。（○は２

つまで） 

「進路指導や職業教育について、男女を問わず生徒個人の希望や能力を重視して行う」が

47.4％で最も高く、ついで「児童生徒に対し、人権や男女平等に関する授業を行う」が 25.2％、

「特別活動やクラブ活動等の役割分担について、男女を問わず生徒個人の希望と能力を重視す

る」が 24.4％となっている。 

性別にみると、割合の高い項目の順番は男女で全て一致しており、大きな差はみられない。 

年代別にみると、１番目に割合の高かった項目はいずれの年代でも「進路指導や職業教育につ

いて、男女を問わず生徒個人の希望や能力を重視して行う」であった。２番目に割合が高かった

項目は、10歳代、50歳代、60歳代、70歳以上では「児童生徒に対し、人権や男女平等に関する

授業を行う」であり、20歳代、30歳代、40歳代では「特別活動やクラブ活動等の役割分担につ

いて、男女を問わず生徒個人の希望と能力を重視する」であった。 
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進路指導や職業教育について、男女を問

わず生徒個人の希望や能力を重視して行

う

特別活動やクラブ活動等の役割分担につ

いて、男女を問わず生徒個人の希望と能

力を重視する

児童生徒に対し、人権や男女平等に関す

る授業を行う

教員に対し、人権や男女平等に関する研

修を行う

保護者や地域の方を対象とした人権や男

女平等に関する講座を行い、男女平等の

意識を育成しやすい生活環境をつくる

女性の校長や教頭を増やすことによって児

童生徒の男女平等意識を醸成する

今のままでよい

その他

無回答

問41 学校教育で男女平等意識の育成のために必要だと思うこと

全体（n=1554） 男性（n=637） 女性（n=815）
（％）
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21.7 

8.0 

4.5 

0.6 

8.0 

42.9 

20.7 

23.3 

12.7 

18.0 

6.8 

7.3 
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進路指導や職業教育について、男女を問

わず生徒個人の希望や能力を重視して行う

特別活動やクラブ活動等の役割分担につ

いて、男女を問わず生徒個人の希望と能力

を重視する

児童生徒に対し、人権や男女平等に関する

授業を行う

教員に対し、人権や男女平等に関する研修

を行う

保護者や地域の方を対象とした人権や男

女平等に関する講座を行い、男女平等の

意識を育成しやすい生活環境をつくる

女性の校長や教頭を増やすことによって児

童生徒の男女平等意識を醸成する

今のままでよい

その他

無回答

問41 学校教育で男女平等意識の育成のために必要だと思うこと

10歳代（n=55） 20歳代（n=95） 30歳代（n=156） 40歳代（n=228）

50歳代（n=230） 60歳代（n=314） 70歳以上（n=455）

（％）（％）（％）（％）（％）（％）


